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日 本 鱗 燃 学会 第 24 回 大 会 一 般 講演 要旨 (1977 年 ・ 名 古屋 ) 


講演 日 1977 年 (昭和 52 年 ) 10 月 9 日 , 10H 
会 場 南山 大 学 (名 古屋 市 昭和 区 山 単 町 ) 












































1. クロ アゲ ハ の 螺 色 に 逐 響 を 及ぼ す 環 境 要 因 本 田 放 (小田 原市 ) 


ァ アゲ ハチ ョ ッ ツ や クロ アゲ ハ の 路 に は 大 別して , 緑色 型 と 褐色 型 の 2 型 が あり , これ は 遇 化 時 の 環境 条件 に よっ て の 
み 決 定 さ れる こと が 知ら れ て いる . 日 高 ら に よれ ば アァ アゲハ チョ ッ な どの 場合 , 中 色 を 決定 する 要因 と し て は , 緑 葉 か 
ら の 化学 的 な 刺激 (匂い) が その 主要 因 で あろ うと いう . 一 方 , 石崎 ちら は この 反論 と し て , 主 に 高 湿 や 光 の 存在 な ど 
が 緑色 化 を 促進 する と 報告 し て お り , いま だ 上 誠 色 決定 に 関与 する 外 的 要因 に つい て 最後 的 結論 は 得 ら れ て いな い . そ 
こ で , 演者 は クロ アァ アゲハ を 用 い , 諸 要 因 の 再 検討 を 行っ た 所 , ある 条件 下 に お いて は 暗黒 中 , 普通 の 湿度 で 全く 無臭 
の 状態 で も , 高 率 で 緑色 上 の 出現 する こと が 見 出さ れ た . 本 報告 で は 食 樹 の 匂い , 混 度 , 蝶 化 面 の 幅 , 状態 ( 相 ? 
その 他 の 要因 の 影響 に つい て 調べ た の で その 結果 を 報告 する . 

結論 と し て , 匂い の 存在 , 高 湿 , 疫 化 面 が 滑ら か で 曲率 を 有する こと . 四 化 面 の 幅 が 狭い こと . な ど は いずれ る も 和貴 
の 緑色 化 を 促進 し , 逆 の 条件 は 褐色 化 を 促す 。 し か し な が ら こ れ ら の 要因 は いずれ も 不可 欠 な も の で は な く , いずれ 
か ー つ の 要因 の 欠如 も 緑色 化 を 完全 た に は 妨げ な い , また で 遇 化 面 の 幅 ”" と いう 要因 を 除い て は , どの 要因 も 単独 で は 
高 率 で 緑色 幡 を 出現 さき せる こと は で き な い , 従っ て , 匂い , 混 度 , 映 化 面 の 粗 滑 , 曲率 , 幅 な ど は 起 色 に 顕 装 な 影 細 
を 及ぼ し は する が , いずれ も 主たる 要因 で も な けれ ば 必須 要因 と も な りえ な い . 結局 , 自然 状態 た お いて は これ ら の 
要因 を 含む 多く の 要因 が 関与 し , 遇 色 決定 に 影響 を 与 を て いる も の と 考え 々 られる. ただ, 中 で る も 貴 化 面 の 幅 は か な り 
の 効果 を も つも の と 推定 され る . ちな み に , カラ ス ザ ン シ ョ ッ な どの 主 葉脈 は 上 述 の 緑色 化 要因 を すべ て 含み , 自然 
状態 に お ける 結果 が 容易 に 理解 され る と 同時 に , 日 高 , 石崎 ら の 実験 結果 ゎぉ 矛盾 な く 説 明 さ れる . 
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2. ウス パ バツ バ メ に お ける 前 才 休 眠 の 消去 石井 実 , 常 喜 豊 ( 京 大 ・ 








京都 で は , ウス パッ バ メ El【cysma westwoo2ii の 成虫 は 9 月 中 旬 か ら 10 月 初旬 ま で 見 られ , 桜の 樹 度 な ど に 卵 地 
を 産み つけ る . 越冬 し た 若 有 齢 幼虫 は , 翌 春 , 桜の 若葉 を 食べ て 成長 し , 6 月 上 旬 葉 の 裏側 に 間 を 作り 前 由 に な る . こ 
の 後 , 8 月 下旬 端 化 する まで の 約 2 ヶ月 半 を 前 遇 で 過ごす . 

成虫 が ほぼ 同じ 時 期 に そろ っ て 現れ る と ころ か ら , この 前 婚 期 間 の 長 さ は か な りう まく 調節 され て いる と 思わ れる . 
この 調節 が どの よう に な され て いる か を 調べ る た め に , 6 月 上 旬 採 集 し た 前 虹 を さま ざま な 温度 , 光 周 条件 下 に 置い 
て , 前 暴 期 ・ 申 期 の 長 さ や 開化 ・ 羽 化 の 時 期 な ど を 比較 し た . その 結果 , 次 の よう な こと が わか っ た . 

まず , 前 暴 期 間 は 温度 が 一 定 な ら ば 短 日 ほど 短く な り , 集中 的 に 過 化 が お こる . (25 で の 時 , 12L } 30.5 日 , 13L : 
35.5 日 , 14L ; 60.0 日 , 15L ! 82.5 日 , 16L : 83.5 日 : いずれ も メデ ィ ア ン , 以下 同様 ) また , 12L の 日 長 で は , 設 
定 し た どの 温度 で も 由 化 の 時 期 は そろ い , 特に 25 で C, 20C で は 前 開 期 の 長き は ほぼ 同じ だ っ た . (12L の 時 , 25 で : 
30.5 日 , 20C ; 28.5 日 , 16C ; 42.0 日 ) 16 上 で は , どの 温度 で ぁ 疫 化 の 時 期 は 一 定 せ ず , 2 ヶ月 に わた り 分 散 す る . 
し か し 後半 に 至る と ピー ク が 見 られ , メデ ィ ア ン は 83.5 日 (25C の 時 ) で ある . 

以上 の 結果 と , 温度 ・ 光 周 条 件 を 途中 で 変化 させ た 実験 の 結果 と か ら , 日 長 に 比例 し て 虹 化 の 過程 に 何ら か の 遅延 
が お こっ て いる らし いこ と が わか っ た . これ は 冬期 に お ける 休眠 の 機構 と は 異な る よう で ある . この よう な 調節 の 方 
式 は , 日 長 が 短く な っ て ゆく 夏期 に お いて , 踊 化 時 期 を 斉一 化 さ せる の に お お い に 役 立っ て いる と 考え られ る . 

な お , 條 期間 に つい て は 温度 と の 相関 かみ られ た の み で あっ た . 








































































































3. パラ ワン アゲ ハ と その 近 縁 種 の 雑種 に つい て (中 間 報 告 ) 阿 江 茂 (南山 大 学 ) 





Clarke, Sheppard 層 Thornton (1968) は パラ ワン アゲ ハハ Papilio lowi と タイ 国産 な どの ナ が ガサ キア ゲハ 
P. memnon と の 交雑 を 行っ て , Fi が 良好 な 生殖 能力 を も っ て いる こと を 確認 し た . 演者 は 国立 科学 博物 館 と San 
Carlos 大 学 に よる 昭和 52 年 度 の 科学 研究 費 に よる フィ リピ ビン 動物 調査 に 参加 し て , Palawan 島 よ り パ ラッ ン ア ゲ 
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ハ ,。 フィ リピ ン 諸 島 よ り ア カネ アゲ ハ ア . rugmanz0vig の 生 材 料 を 農林 省 の 許可 を 得 て も ちか えり , 現在 交雑 実験 を 
行っ て いる . 

その 結果 , 以前 に 行っ た ナガ サキ アゲ ハ と アカ ネ ア ゲ ハ と の 交雑 に お いて は Fi は 8 の みみ 成虫 と な り , その 生 殆 能 
力 は 低かっ た の に 対し て , パラ ソン アゲ ハ と アカ ネ ア ゲ ハ の Fi で は , 玩 は 十分 に の びな い が 多 数 の ? も 羽化 し , ® 
の 生 将 能力 は まだ 調べ て いな い が , $ は 良好 な 生殖 能力 を 有する こと が わか っ た . また 以前 , ナガ サキ アゲ ハ と テン 
ジ ク ア ゲハ 刀 の の の eS797 の 交雑 に お いて , 良好 な 生殖 能力 を も ゃ つ Fi, F。 が 得 ら れ た が , パラ ウン アゲ ハ と テン 
ジ ク ア ゲハ の 交雑 で も , 多数 の 両親 より ゃ むし ろ 大 形 の Fi の 8 ? の 成虫 が 得 ら れ た . し か し 生殖 能力 の 点 で は や や 
劣る 傾向 が み ら れ る . これ は , 上 記 4 種 の 分 布 に お いて , 隣接 する 種 間 程 近い 関係 に ある こと を 示し て いる が , この 
確認 に は 十分 な 追試 実験 が 必要 で ある . 

また , パラ ワン アゲ ハ と メス ジロ モン キア ゲハ ア . aegeus の 交雑 で は , ナガ サキ アゲ ハ , アカ ネ ア ゲ ハ と メス ジ 
ロモ ン キ アゲ ハ の 交雑 の 場合 と 同じ よう に , 生殖 能力 を も た な い 小 形 の 8 の み が 成 虫 に 達し た . 





























人生. ヒメ ジャ ノ メ の 亜 種 間 雑 種 に つい て (第 2 報 ) 高 橋 真弓 (静岡 市 ) 








日 本 産 ヒ メジ ャ ノ メ 77. gotamg は 三 つ の 亜 種 に 分 けら れ て いる が , これ ら の 亜 種 間 の 関係 を 明らか に する た め 
こ , 日 本 本 土産 亜 種 fuZginig, 奄美 ・ 沖 縄 産 亜 種 gmamiang お よび 八重 山 産 亜 種 yg の 7cose の あい だ で 交配 を 
行い , これ ら の 雑種 に 関す る 知見 を 得 た . 

まず , 日 本 本 土 の ぁ の と 南西 諸島 の も る の と の 交配 で は , つぎ の よ うな 結果 が 得 ら れ た . 日 本 本 土産 と 沖縄 島 産 と の 
交配 で は ふ化 率 は きわ め て 低く , ふ化 し た 幼虫 も 1 齢 期 に すべ て が 死亡 し た . 石垣 島 産 の も の と の 交配 で は , ふ化 率 
は 比較 的 高かっ た が , ふ化 し た 幼虫 の 大 部 分 は 1 齢 期 に 死亡 し , 2 齢 に 達し た わずか の 個体 も すべ て 死亡 し た . 
つぎ に , 南西 諸島 産 ど う し の 交配 で は , 奄美 大 島 , 沖縄 島 , 石垣 島 産 相互 の あい だ に Fi を 生じ , 羽化 率 も か な り 
高く , 羽化 し た 個体 の 大 き さ , 性 比 な た ど に も 大 き な 異 常 は 認め られ な か っ た . 

以上 の 結果 は , 南西 諸島 の も の は 一 つの 種 と し て の まとまり を 示し , また 日 本 本 土 の も の と の あい だ に か なり 著 し 
い 不 和合 性 の ある こと を 示し て いる . 両者 は た が い ヒ 別種 で ある 可能 性 が 大 きい が , な お 若干 の デー タ の 追加 お よび 
大 陸 産 な ど を 含む 交配 実験 が 必要 と 思わ れる . 















































S・ オ キナ ワカ ラス アゲ ハ と カラ ス ア ゲハ の 交配 の 結果 お よび カラ ス ア ゲハ 各 亜 種 の 終 齢 幼虫 な ど に つい て 
浜 祥 明 (大 阪 市 ) 
沖縄 群島 産 カ ラス アゲ ハ (オキ ナ ソ カラ ス ア ゲハ ) は , ここ 数 年 来 その 所 属 に つい て 論議 が 多い . 
そこ で , 1969 年 以来 沖縄 産 カ テス ア ゲハ を 生態 面 か ら 調査 し た . 本 種 の 3 一 4 齢 幼虫 は , 本 土産 カテ ラス アゲ ハ の 幼 
昌 と も ミヤ マカ ラス アゲ ハ の 幼虫 と も 異な っ た 玉 紋 を し て いる . 終 齢 幼虫 ・ 虹 も か な り の 特徴 が み 、 ら れる . 
炊 に カラ ス ア ゲハ の 他 の 産地 ( 亜 種 ) の も の , お よび ミヤ マカ ラス アゲ へ ハ と の 交配 実験 を 行い , 数 例 の 交配 に 成功 
EE 
主 に カラ ス ア ゲハ と の 交配 で は , 以下 の よう な 結果 を 得 た . 
① Fi 成虫 の 性 比 異 常 : 6 より ゃ が 多く 羽化 . 
② Fi 成虫 $ に は 生殖 能力 が か み られ る が , Fi 成虫 の 腹部 に は 成熟 卵 が か み ら れ ず , し た が っ て FE。 は 得 ら れ な か 
っ た だ . 
③ Ei 幼虫 (1 齢 , 終 似 ), 前 映 , 踊 化 直後 の 映 の 死亡 率 が 著しく 高い . 
④ Fi 幼虫, 踊 , 成虫 と も に 両者 の 中 間 的 形態 を も つ . 
⑤ Fi 終 馴 幼 虫 の 斑紋 は 奄美 大 島 産 カテ ラス アゲ ハ 終 齢 幼虫 に よく 似る . 
ミヤ マカ ラス アゲ ハ と の 交配 で は , 幼虫 の 明 化 率 が 悪く , た だ 1 頭 の み 終 齢 (6 齢 ) まで 成長 し た が , 成虫 は 得 て 
いな い . 
カラ ス ア ゲハ 各 亜 種 の 特徴 と し て は , ト ヵ ラ 産 , 八重 山 産 , 台湾 産 な ど に それ ぞ れ 特徴 が み られ る . 
以上 , 沖縄 群島 産 カ ラス アゲ へ ハ は 独立 種 で ある 可能 性 が 強く , 将来 多く の 交配 実験 な ど びに より , 明らか (に こさ れる こ 
と を 期待 する . 
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